
法
華
経
為
字
和

訓
孜
-
以

と
注
さ
れ
る
場
合

田

島

統

堂

1

本
稿
に
お
い
て
は
、
法
華
経
為
字
中
、
「以
」
「
以
也
」
と
注
さ
れ
る

為
字
と
そ
の
和
訓
に

つ
い
て
考
察
す
る
。

『
法
華
経
為
為
章
』
(以
下
、
為
々
章
と
略
称
す
る
)
に
お
い
て
以
訓
の

(
1
)

与

へ
ら

れ

て

ゐ

る

も

の
は
、

写

本

為

々
章

に

よ
れ

ば
、
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(
2
)

こ
の
あ
斬
痴
の
の
郁
あ
超
概
棚
籾
硲
い
吻
舛
の
籾
こ
び
し

(以
上
、

以
訓
単
独
例
、
73
例
)

こ
の
他
、

恥
皿

(以
作
)
M
(
以
作
)
鋭
(
作
以
)
謝
(
以
与
)

ご

(以
被
)
痂

(
以
与
)
と
重
複
訓
を
も
つ
も
の
6
例
が
加
は
り
、
計

79
箇
所
に
以
字
訓
が
存

す

る
。
『
法
華
三
大
部
補
注
』
為
字
裏

の
部
分

(以
下

「補
注
」
と
略
称
す
る
)
と
比
較
す
る
と
、

73
例
は
す

べ
て

一

致
す
る
。

は
恥
卸

(作
)
鋤

(被
)
以

外

の
4
例

は
以
訓
部

分

一

致

す

る
。
他
に
、
為

々
章

で
無
訓

の
恥
82
筋
の
、
及
び
為

々
章
で
不

挙
例
の
恥
獅
の
4
例
が
以
訓
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
他
為
々
章

「与
」

-
補
注

「以
」
が
恥
路
脱
掘
彿
価
祝
の
柳
の
8
例
あ
り
、
補
注
で
は
計

89
例
以
訓
為
字
が
あ
る
。

ま
た
為

々
章

・
補
注
で

一
致
し
て
ゐ
る
の
に
、
他
に
お
い
て
不

一
致

の
漢
字
注
を
も

つ
も
の
も
あ
る
。
こ
と
に
日
相
本
法
華
経
漢
字
注
は
概

し
て
不

一
致
が
多
く
、
与
訓
を
与

へ
る

こ
と

が
多

い

(右
の
89
例
以
訓

為
字
に
対
し
、
与
訓
を
付
す
る
も
の
39
例
の
多
き
に
達
す
る
。
他
訓
も
あ
る
)
。

こ
の
こ
と
は
別
に
考

へ
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
思
ふ
の
で
、
今
回
は
考

察
外
と
す
る
。
た
だ
、
恥

拗
脳
は
為

々
章

補
注
と
も
与
、

立
本
寺

本
漢
字
注

「
以
」
、
恥

は
逆
に
為

々
章

補
注
と
も
以
、
立
本

「与
」

と
い
ふ
不

一
致
も
若
干
み
ら
れ
る
。

な
ほ
、
平
安
時
代
の
古
点
本
中
、
立
本
寺
本

に
は
関
係
す
る
94
例
中

64
箇
所
の
本
文
が
存
し
、
そ
の
内
59
箇
所

に

「以
也
」
と
注
し

(内
、

右
掲
4
ケ
所
は
為
々
章

補
注
と
不
一
致
、
他
恥
初
は
為
々
章
重
複
訓
中
の
以

で
な
い
方
に
一
致
す
る
)
す
べ
て

「
も
て
」
と
訓

ず
る
。
「も

て
」
訓

は

(
3
)

60
例
あ
る
。
竜
光
院
本
法
華
経
に
お
い
て
は
、

72
箇
所
分
の
本
文
が
存

法
華
経
為
字
和
訓
孜
 (
田

島
)
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し
、

そ

の
内

59
箇

所

に

「
以

也
」

と

注

し

(
す

べ
て
為

々
章

と

一
致
)
「
も

て
」

と
訓

ず

る
。

他

に
漢

字

注

な

き

6
例

を

「
も

て
」

と

訓

じ
、

65
例

の

「
も

て
」

訓

が

あ

る
。

右

二
本

と

も
、

か

な

り

注
意

ぶ

か

く

以

訓

を

注

し

て

ゐ

る

と

い

ふ

こ
と

が

で

き

る
。

そ

し

て
、
い

ふ

ま

で

も

な

い

が
、

和

訓

「
も

て
」

は

そ

の
漢

字

注

「
以
」

に

よ

つ
て

ゐ

る
。

こ
れ

よ

り

遡

る
山

田
本

法

華

経

方

便

品

(
日
本
大
学

蔵
本
)
に

は
該

当

す

る

部

分

1
1
箇

所
あ

る

が

「
為

な

り
」

「
為

の
故

に
」

と

タ

メ

と

よ

む

べ

き

も

の
か
、

せ
 

の
た
ま

「為
む
」
(
恥
53
)
、
「
為
ふ
」
(恥
55
)
で
、

モ
テ
訓
は
皆
無

で
あ
る
。

中
世
資
料
に
お

い
て
は
、
足
利
本
仮
名
法
華
経

(
三
二
〇
年
写
)
、

心
空
刊
倭
点
法
華
経

(
一
三
八
七
年
刊
)
中
に
、
為
字
を
モ
テ
と
よ
む
も

(4
)

の
は
全
く
な
い
。
天
理
図
書
館
蔵
仮
名
書
き
法
華
経
巻
三
に
も
、
18
箇

所
の
該
当
部
分
が
あ
る
が
、
す
べ
て

「
タ
メ
」
と
よ
ま
れ
て
ゐ
る
。

近
世
初
頭
の
日
遠
上
人
文
段
経
法
華
経

(慶
長
+
七
年

一六
〇
二
識
語
)

に
付
け
ら
れ
て
ゐ
る
為
字
漢
字
注
は
、
そ
の
あ
る
限
り
に
お
い
て
は
補

注
訓
に

一
致
す
る

(
恥
娚
の
み
補
注

「以
」
「

与
」)
。

2

モ
テ
と
よ
ま
れ
る
例
を
あ
げ
よ
う
。

恥
8
諸
仏
子
等

為
供
舎
利

厳
飾
塔
廟
 
(序
品

大
正
蔵
九
巻
三
頁
b

27
偶
)

以
也

…
舎
利
を
供
す
る
を
為
て
塔
廟
を
厳
飾
す

(立
本
寺
本
6
頁
)

恥
34
諸
有
所
作
常
為

一
事

(方
便
品
、
大
正
蔵
七
頁
b
1
長
行
)

以
也

…
常

(
に
)
一

事

を

為

(
て
)
な

り

(
竜
光
院
本

25
頁
)

(
も
)

W
37
是
法
皆
為

一
仏
乗
故
 
(方
便
品

大
正
蔵
七
頁
b
6
長

行
)

以
也

是

の
法
も

一
仏
乗
を
為
て
の
故
な
り

(立
本
寺
本

18
頁
)

而
柳
皆
応
到
此
為
聴
法
故

(薬
草
喩
品

大
正
蔵

一
九
頁
b
15
長

行
)

以
也

…
法
を
聴
カ
ム
ヲ
為
て
の
故
な
り
と

(立
本
寺
本

器
頁
)

の
如
き
で
あ
る
。
た
だ
、
右
掲
例
は
、
中
世
以
降

の
訓
法
と
し
て
は
、

「
も

ろ

く

の
仏

子

ら

し

や

り

を

く

う

せ

ん

た

め

に

た

う

め

う

を

こ
ん

し

き
す

」

「
も

ろ

く

の
所

さ

あ

る

は

つ
ね

に

一
し

の
た

め

な

り
」

「
こ

の

ほ

う

も

み

な

一
仏

乗

の
た

め

の
ゆ

ゑ

な

り
」

「
み
な

こ
こ

に

い

た

る

へ
し
、

法

を

き

か

ん

か

た

め

の

ゆ

え

に
」

(
以
上
足
利

本
に
よ
る
)

で

あ

り
、

い

つ

れ

も

「
ノ
タ

メ

・
ガ

タ

メ
」

と
訓

ん

ぜ

ら

れ

て

ゐ

る
。

と

こ
ろ

が
、

漁
魏

如

彼

諸

子
為

求

羊
車

出

於

火
宅

(
讐
喩

品

大
正
蔵

(5
)

一
三
頁
b
2
1
長
行
)
は
、
現
代
の
訓
読
文
に
お
い
て
も

「彼

の
諸
子
の

も
つ

羊
車
を
求
む
る
を
為
て
火
宅
を
出
つ
る
が
如

し
」
(法
華
経
普
及
会

『
訓

訳
妙
法
蓮
華
経
』)
と
し
、
漁
魏
為
欲
利
益
世
間
故
説

(響
喩
品

大
正
蔵

も

つ

一
五
頁
b
8
偶

)
も
同
様

「
世
間
を
利
益
せ
ん
と
欲
す
る
を
為

て
の
故

に
説

く
」
(同
上
)
と
し
て
ゐ
る
。
右

の

『
訓
訳
法
華
経
』
中
に
は
、

17
例
の
為
字

モ
テ
訓
が
み
ら
れ
る
。

こ
の
中
に
は
甚
だ
奇
妙
な
も
の
が

あ
り
、
正
に
以
訓
に
引
か
れ
た
と
し
か
い
ひ
や
う
の
な
い
も
の
と
、

タ

メ
と
よ
ま
ず

モ
テ
と
よ
ん
だ
理
由

の
推
知
さ
れ
る
も
の
と
が
あ
る
。
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3

為
字
に
対
す
る
以
訓
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。
以
訓
為
字
の
構
文
を

観
察
す
れ
ば
大
体
の
見
当
が

つ
く
が
、
本
来

「
理
由
」
を
示
す
も
の
で

あ
ら
う
。

恥
16
欲
知
此
光
所
為
因
縁

(序
品

大
正
蔵
四
頁
、
2
2
長
行
)

こ
の
為
に
以
訓
が
注
さ
れ
て
ゐ
る
。

こ
の
例
は
訓
読
さ
れ
る
こ
と
は
な

く
、

い
つ
れ
に
お
い
て
も
音
読

で
あ

る
。
所
為
11
所
以

と
い
ふ
に
当

る
。
こ
の
例
以
外
は
大
部
分
が
、

(
a
)
為
+
〔名
詞
〕

(証
)
為
+
〔名
詞
〕
+
故

(b
)為

+
〔動
詞
〕
+
〔名
詞
〕

(げ
)
為
+
〔動
詞
〕
+
〔名
詞
〕
+
故

と

い

ふ
構

文

に

お

け

る
為

字

で
、

目

的

を

表

は

す
。

(
a
)
(
ざ
)
に
お

け

る
名

詞

は

ま

さ

に

目
的

物

に
相

当

す

る
。

後

に

指
摘

す

る

や

う

に
、

こ
の
構

文

に

お

い

て

は
動

詞

が

省

略

さ

れ

た

と

み

ら

れ

た
例

も

あ

り
、

こ
の
場

合
、

為

が

い

は
ゆ

る
代

動

詞

的

役

割

を

帯

び

る
。

(
b
)
(
レ
)

動

詞

の
あ

る
場

合

は
、

「

せ

ん

が

た

め

に

」

又

は

「

は
、

せ

ん

が

た

め

な

り

」

と
動

作

の
目

的

又

は

理

由

を

表

は

す
。

動

作

の
目

的

と
、

動

作

の
理
由

は

ニ

ュ
ア

ン

ス

の
相

違

に

す

ぎ
な

い
。

(
a
)

(
1
)

に

お

け

る
名

詞

は

い

つ

れ

も

求

め

る
対

象

で

あ

る

(
勿

論

(
b
)

(げ
)
に
お
け
る
も

の
も
動
詞

の
客
語
に
な

つ
て
ゐ
る
が
、
後
述

の
如

く
、
そ

の
動
詞
に

一
定

の
型

が
あ

つ
て
同
じ
や
う
に
考

へ
る
こ
と
が
で
き
る
)
。

こ

こ
に

現

は

れ

る

名

詞

は

「
阿

褥

多

羅

三

貌

三

菩

提

」

(
恥
81
 230
 235
 466
)
、

一
切

智
 
(
恥
姐
蹴
)
、

一
乗

(
恥
5
4
)
、衣
食
 
(
恥
脇

脚
)
、

一
仏

乗
 
(
恥
37

39
41
)
、
仏

道
 
(
恥
柳
粥
)
、
法
 
(
恥
猫
掘

掘
籾
斬
)
 等

で

あ

る
。

い

つ

れ

も

「
為

得

(
成

)

」

の
意

と

考

へ

て

よ

い
。

中

に

「
為

仏

故

」

(
M

53
)
 は

「為
供
養
仏
故
」
、
「為
是
衆
生
故
」
(恥
56
)
は

「為
救
是
衆
生

故
」
、
「為
衆
生
故
」
(恥
珊
)
は

「為
利
益
衆
生
故
」
、
「
為
衆
生
故
」
(恥

価
)
は

「為
度
衆
生
故
」
、
「為
無
上
道
故
」
は
宋
本

「為
求
仏
道
故
」

と
あ
る
。

恥
鰯

の

「為

仏
道
故
」
も

「為
求
仏
道
故
」
で
、

い
つ
れ

も
、
前
後
の
文
脈
か
ら
す
ぐ
に
見
当
の
つ
く

一
定
の
動
詞
が
省
略
さ
れ

て
ゐ
る
と
み
ら
れ
る
。
(
a
)
(ざ
)
の
構
文
で
、
名
詞
が
直
ち
に
目
的

物
で
な
い
や
う
な
場
合
、

こ
の
や
う
に
考

へ
ら
れ
る
例
が
多

い
。

以
訓
為
字
が
か
か
る
構
文
に
多
い
こ
と
を
考

へ
れ
ば
、
補
注
で
、
時

に

「
以
」
と
注
し
、
同
時
に

「
求
」
と
注
す
る
例

が
あ

る
こ
と
な
ど

(
0
51
N
2
4
)
、

声
調
の
違
ひ
を
こ
え
て
よ
く
理
解

で
き
る
。

以
訓
の
意
味
を
か
う
考

へ
る
と
、
例

へ
ば
恥
籾
以

一
妙
音

演
暢
斯

義

常
為
大
乗

而
作
因
縁

(薬
草
喩
品

大
正
蔵
二
〇
頁
a
1
2
偶
)
は

為
々
章

・
補
注
と
も
に

「
与
」
、
立
本

「以
」

で
あ
る
が
ど
う
だ
ら
う
。

与
と
解
す
る
よ
り
、
以
と
解
す
る
方
が
よ
り
積
極
的
で
は
な
か
ら
う

以
せ

か
。
も
つ
と
も
、
立
本

「常
は
大
乗
に
オ
イ
テ
而
も
因
縁
ト
作

ル
を
為

て
な
り
」
と
よ
ん
で
は

「
演
暢
す
る
」
理
由
を
示
す
に
と
ど
ま

つ
て
し

ま
ふ
が
。
逆
に
恥
踊
爾
時
切
利
諸
天
先
為
彼
仏
於
菩
提
樹
下
敷
師
子
座

…
」
(化
城
喩
品

大
正
蔵
二
二
頁
b
2
4
長
行
)
 は
立
本

「
以
也
」
と
し
、

為

々
章

補
注

「
与
」
で
あ
る
が
、
以
は
無
理

で
あ
ら
う
。

又
、
恥

法
華
経
為

字
和
訓
孜
 
(
田

島
)
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は
為
々
章

・
補
注

「
以
」
に
対
し
立
本

「与
也
」
で
あ
る
が
、

こ
の
場

合
も
立
本
に
は
従

ひ
に
く

い
。
位
置
は
若
干
離

れ
る
が

(大
正
蔵
で
五

行
)
、
恥
踊

は
漢
字
注
入
れ
か
は
つ
て
は
ゐ
ま
い
か
。
恥
桝
情
存
妙

法
放
身
心
無
解
倦
、
普

為
諸
衆
生

勤
求
於
大
法

亦
不
為
己
身

及
以
五
欲
楽

(提
婆
品

大
正
蔵
三
四
頁
c
22
偶
)
は
以
訓
為
字
に
不

の
冠
せ
ら
れ
た
唯

一
例

で
あ
る
。
訓
読
は
大
体

「亦
己
が
身
及
び
五
欲

た
め

の
楽
の
為

に
せ
ず
」
式
で
あ
る
。
何
故
以
訓
な
の
か
。
以
訓
で
い
い
の

か
。
「己
が
身
の
為
に
、
…
」
な
ら
以
訓
で
あ
る
こ
と
は
と
も
か
く
と

し
て
わ
か
り
い
い
。
し
か
し
さ
う
は
な
つ
て
ゐ
な
い
。
飽
く
ま
で

「
己

お
よ
び

身
」
及

以

「
五
欲
楽
」
で
併
列
さ
れ
て
ゐ
る
。
素
直

に
よ
め
ば

「
さ

ら
に
ま
た
己
が
身
も
五
欲

の
楽
も
求
め
な
か
つ
た

(奴
隷
の
身
と
な
つ
て

専
ら
大
法
を
勤
求
し
た
の
だ
)」
と
い
ふ
こ
と
に
な
ら

う
。
従

つ
て
以
訓

で
よ
い
の
だ
が
、
訓
読
に
は
工
夫
が
い
ら
う
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
何
か

を
己
が
身

と
五
欲
の
楽
の
た
め
に
し
な
か

つ
た
と
い
ふ
事
に
な

つ
て
し

ま
ふ
か
ら
。
現
に

「
そ
れ
は
衆
生
の
た
め
で
あ

つ
て
、
自
分
の
た
め
で

も
な
く
、
愛
欲
の
た
め
で
も
な
か

っ
た
」
(『大
乗
仏
典
5
、
法
華
経
皿
』

43
頁
)
と
よ
み
た
い
誘
惑
も
あ
る
。

こ
れ
は
下
文

へ
の
つ
な
が
り
が
悪

オ
ヨヒ
 

以
也
 

サ

く
な
る
。
立
本
の

「亦
己
が
身
及
以
五
欲
の
楽
を
為

テ
ニ
ハ
ア
ラ
不
リ

タ
メ

キ
」
と
い
ふ
よ
み
が
、
他
の
訓
読
よ
り
よ
い
。
た
だ

「為

ニ
ア
ラ
ズ
」

で
よ
か
ら
う
。
こ
の
例
の
以
訓
に
は
注
意
し
た
い
。
少
な
く
も
以
訓
に

注
意
す
れ
ば
、
か
か
る
解
釈
も
あ
り
う
る
。
恥
猫
聖
主
世
尊

錐
久
滅

度

在
宝

塔
中

尚
為
法
来
 
(宝
塔
品

大
正
蔵
三
三
頁
c
1
8
偶
)
 は

為
々
章

「
与
」
、
補
注

「
以
」
で
あ
る
。
常
に
法
華
経
を
聴
聞

せ
ん
と

の
多
宝
仏
の
誓
願
か
ら
す
れ
ば

「与
」
で
は
具
合
が
わ
る
い
。

4

次
に
(
b
)
(
げ
)
の
構
文
の
も
の
に
つ
い
て
み
よ
う
。

(
a
)
 (
さ
)

の
名
詞
に
特
定
の
性
格
が
あ

つ
た
や
う
に
、
こ
の
場
合
の
動
詞
も
限
定

が
あ
る
。
即
ち
、
悦
1
、
覚
悟

1
、
教
1
、
供

(養
)
5
、

求
9
、
化

1
、
坐
1
、
浄

2
、
説
2
、
息
2
、
治
1
、
聴

(聞
)
8
、

度
5
、
得

2
、
貧
1
、
擁
護
2
、
欲

3
 (数
字
は
回
数
)
 で
あ

る
。
こ
れ
を

み
る

と
、
積
極
的
に
功
徳
を

つ
む
動
作
と
、
功
徳
を
得
よ
う
と
す
る
動
作
に

分
け
ら
れ
る
。
後
者
に
は
、
求

・
貧

・
欲
が
属
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
先
に
モ
テ
と
よ
む
こ
と
の
理
由

の
わ
か
る
も
の
と
わ
か

ら
ぬ
も
の
が
あ
る
と
し
た
が
、
実
は
右
の
求
に
代
表
さ
れ
る
も
の
が
、

現
在
の
訓
読
文
中
で
も

モ
テ
と
よ
ま
れ
る
中
心

に
な

つ
て
ゐ
る
。

求
102
 103
 105
 261
 369
 389
 439
 4
4
5
 

569
欲

12
2
 
363
 605
食

38
8
得

は
43
 93
に
み
ら

れ
る
が
と
も
に
令
得
の
意
、
悦
施
も
悦
ば
せ
る
意
で
、
積
功
徳
の
方
に

属
す
る
か
ら
で
あ
ら
う
、

こ
の
内
に
入
ら
ぬ
。

た
だ
、

こ
れ
ら
の
動
詞
の
あ
る
場
合
の
為
を

モ
テ
と
よ
む
こ
と
は
、

右

の
如
き
分
類
に
基
づ
い
た
も
の
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

モ
ト
ム

は
語
義
と
し
て
は
、
単
に
手
に
入
れ
る
意
で
な
く
、
「尋
ね
さ
が

し
て

手
に
入
れ
る
」
が
本
義
で
あ
り
、

モ
ト
メ
ン
ガ
タ
メ
ニ
と
よ
む
と
、

モ

ト
メ
ル
苦
労
が
目
的
で
あ
る
や
に
読
ま
れ
か
ね
な
い
。
真
意
は
手
に
入
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れ
る
の
が
目
的
で
あ
る
が
。
欲
に
も
食
に
も
同
様
の
意
識
が
働

い
た
と

み
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
現
代
語
の
意
識
で
は
な

い
。
勿
論
、
訓
読
に
モ
テ
が
残

つ
て
ゐ
る
こ
と
自
体
、
決
し
て
独
自
の

も
の
で
は
な
く
、

日
遠
文
段
経
に
発
し
、
頂
妙
寺
版
に
う
け

つ
が
れ
た

も
の
の
継
承
で
あ
る
。
日
遠
は

『
法
華
訳
和
尋
跡
抄
』
の
中
で
タ
メ
と

モ
テ
に
つ
い
て

「
タ
メ
と
云

ヘ
ト

モ
、
此
意
依
レ処
不
同
也
。
其
不
同

ク

能
可
思
分

一事
也
。
又

モ
テ
ト
読
処
、
持
ノ
義
、
以

ノ
義
、
用

ノ
義
不

ト

同
ア
リ
。
是

モ
随
処
可
弁
事
也
云
云
以
ノ
訓
ノ
処
ヲ
必

モ
テ
ト
可
レ
読
云

ハ
非
也
」

(甥
頁
)
と
い
ひ
、
「為
求
羊
車
」
の
項
で
は

「求

ン
カ

ト
云

シ

点

ハ
非
也
。
得

ン
カ
タ
メ
ナ
ト
云

ハ
可
レ
然
。
求
欲

セ
ン
カ
タ

メ
ト

ハ

不
可
被
云
。
諸
本

ニ
ハ
皆
求
ル
カ
タ
メ
ト
ァ
リ
、
義
無
ニ
レ
ト
モ
相
違

幸

二
訓
レ
以

二
求
ル
ヲ
モ
テ
と
読
テ
可
然
也
。

タ
メ
ト
読

テ
所
以

ノ
義

ニ
ナ
ル
ト

ハ
不
同
也
」
(卿
頁
)
と
述
べ
、
結
局
同
じ
で
あ
る
が
、
求
、

欲
、
貧
の
時
に
限
り
モ
テ
と
よ
み
、
目
的
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
よ

う
と
し
た
と
い
へ
よ
う
。
文
段
経
に
は
他
に
獅
卿
謝
鞭
即
の
5
例
を
モ

テ
と
す

る

(卿
は
不
明
確
だ
が
頂
妙
寺
版
以
下
モ
テ
と
す
る
)
。
こ
の
内
、

恥
謝
は
頂
妙
寺
版
の
明
治
版
で
タ
メ
と
改
訓
し
て
ゐ
る
。
他
は
す
べ
て

文
段
経
の
通
り
で
、
近
代

の
多
く
の
訓
読
も

こ
れ
に
従

つ
て
ゐ
る
。

恥
痴
卿
は
、
為
此
等
故
、
為
是
等
故
で
、
理
由
で
あ
る
こ
と
明
確
に
す

る
た
め
の
も
の
で
あ
ら
う
。

恥
姐
為
凡
夫
顛
倒

実
在
而
言
滅

(寿
量
品

大
正
蔵
四
三
頁
c
27

も

つ

偶
)
、
多
く
の
訓
読
は

「
凡
夫
の
顛
倒
せ
る
を
為
て
…
」
と
す
る

(
タ
メ

と
よ
む
の
は
足
利
本
、

倭
点

の
み
)
。
一
見

わ

か

り

に
く

い
訓

読

で

あ

る

が
、

理
由
を
示
す
た
め
の
訓
法
で
あ
ら
う
。
岩
波
文
庫
本
も

「
凡
夫

は
顛
倒

も
つ

せ
る
を
為
て
…
」
と
し
て
ゐ
る
。

こ
の
方
が
ま
だ
わ
か
り
よ
い
。

こ
れ

を
為
字
下
に
、
主
述
を
具
備
し
た
構
文
に
よ
る
と
み
れ
ば
、

漁
謝
為
諸

仏
当
来
坐
故

(宝
塔
品

大
正
蔵
三
四
頁
b
2
長

行
)
も
同
様
で
、
文
段

経
で
は
モ
テ
と
よ
ま
れ
て
ゐ
た
。
た
だ
し
、
恥
即
為
無
量
無
辺
菩
薩
大

衆
恭
敬
囲
続
、
而
為
説
法

(妙
音
品

大
正
蔵
五
五
頁
a
2
2
長
行
)
も
同

じ
に
見
て
い
い
か
。
文
段
経
が

「無
量
…
大
衆

ノ
恭
敬
し
囲
続

セ
ル
ヲ

モ
テ為

、
…
」

と
し
て
以
来
、
近
世
近
代
の
訓
読

こ
れ
に
な
ら
ひ
、
岩
波
本

も

こ
れ
に
従
ふ
。

こ
れ
で
何
と
か
理
解
し
よ
う
と
す
れ
ば

「無
量
無
辺

の
菩
薩
大
衆
が
恭
敬
囲
続
し
た
か
ら
法
を
説

い
た
」
と
い
ふ
こ
と
に
な

ら
う
が
、
さ
う
か
。
立
本
、
竜
本

の

「無
量
無

辺
の
菩
薩
大
衆
を
為
て

恭
敬
囲
続

セ
ラ
レ
テ
…
」

も
わ
か
り
に
く
い
。
為
に
以
也
と
注
さ
れ
て

ゐ
る
か
ら
で
仕
方
が
な
い
が

「ー

セ
ラ
レ
テ
」

に
は
注
目
し
た
い
。
足

利
本
、
倭
点
の

「
無
量
…
大
衆

の
た
め
に
く
き
や
う
し
ゐ
ね
う
せ
ら
れ

た
ま
ひ
て
…
」

で
ま
さ
に
い
い
で
は
な
い
か
。

こ
れ
を
文
段
経
以
下
が

再
び
以
訓
に
ひ
か
れ
て
モ
テ
と
し
た
の
は
い
た
だ
け
な
い
が
、

そ
れ
ほ

ど
、

こ
の
漢
字
注
の
影
響
が
強
か

つ
た
と
い
ふ

こ
と
で
あ
る
。

こ
の
例

は
受
身
に
よ
ん
で
お
く
。
但
し
、
受
身
に
は
得
訓
で
表
は
さ
れ
る
も
の

(6
)

と
被
訓
で
表
は
さ
れ
る
も
の
と
が
あ
つ
た
が
、

こ
の
例
少
な
く
と
も
被

訓
で
は
な
い
。
さ
り
と
て
得
訓
も
必
ず
し
も
あ
た

つ
て
ゐ
な
い
。
こ
ん

な
と
こ
ろ
に
か
う
よ
ま
れ
た

一
因
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

法
華
経
為
字
和
訓
孜
 (田

島
)
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法
華
経
為
字
和
訓
孜
 (
田

島
)

5

以
訓
為
字
は
理
由

(目
的
)
を
表
す
も
の
で
あ

つ
た
。
古
点
本

で
は

以
な
る
漢
字
注
に
ょ
り
す
べ
て
モ
テ
と
訓
ん
だ
が
、
中
世
に
こ
の
よ
み

は
す
た
れ
、
近
世
に

一
部
復
活
し
て
現
代
に
い
た

つ
て
ゐ
る
こ
と
前
述

の
通
り
で
あ
る
。

こ
の
観
点
か
ら
、
紙
数
の
許
す
限
り
で
若
干
の
問
題

点
に
つ
い

て
述

べ
る
。
恥
82
「
為
化
菩
薩
」
為

々
章
無
訓

(活

板
本

は
被
)
は
、
補
注
の
以
が

よ
く
、
恥
駕
以
作

二

訓
は
作

に

「
見
行
経

意
」
と
あ
る
如
く

「能
為
救
護
」
の
文
脈
に
以
は
適
さ
ぬ
。
こ
れ
も
補

注
の
作
が
よ
い
。
恥
卸
無
訓
だ
が
、
補
注
の
以
が
よ
い
。
恥
M
「
為

一

切
智
」
も
以
作
二
訓
あ
る
内
、
以
が
よ
い
。
恥
脇

「
為
息
説
浬
繋
」
は

為

々
章
与
訓
な
る
も
以
が
よ
い
。
恥
鋭

「為
仏

一
切
智
」
は
解
釈
難
し

い
が
、
作
以
二
訓
中
、
や
は
り
以
が
よ
か
ら
う
。

恥
謝
(前
述
)
は
以
与

二
訓
中
、

以
が
よ
か
ら
う
。
M
獅
は
為

々
章
挙
例

せ
ぬ
が
、
「常
為
聴

法
」
は
以
訓
が
適
す
る
。
恥
搬

「為

求
名
聞
故
」
も
為

々
章
無
訓

な

る
も
以
が
よ
い
。
恥
蜘
以
被
二
訓

あ

る
が
、
「
為
斯
所
軽
言
汝
等
皆
是

仏
」
は
真
意
難
解
だ
が
、
被
訓
の
構
文
で
あ
る
。
恥
甥

「
為
法
猶
不
親

厚
」
も
与
訓
よ
り
以
訓
で
あ
ら
う
。
恥
価
鰯
鞭
柳
為

々
章
い
つ
れ
も
与

訓
だ
が
、

以
訓
の
方
が
よ
か
ら
う
。
恥
価

「
為
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提

故
」
は
以
与
二
訓
だ
が
、
以
が
よ
い
。
補
注
は
以
求
二
訓
で
あ
る
。
恥

輪
為

々
章
、
活
版
本

の
み
与
訓
だ
が
、
写
本
、
板
本
の
以
訓
が
よ
い
。

以
上

一
々
理
由
説
明
し
な
か
つ
た
が
実
例
に

つ
い
て
み
ら
れ
た
い
。

以
上
要
約
す
る
と
、
写
本
為

々
章
の
単
独
以
訓
73
例
中

の
72
例

(即

を
除
く
)
に
、
二
訓
あ
る
6
例
中

の
4
例
、
無
訓

・
不
挙
例

の
4
例
、

為

々
章
与
訓
を
と
る
8
例
の
計
88
例
を
も

つ
て
以
訓
為
字
と
認
め
て
よ

か
ら
う
。

こ
れ
は
補
注
以
訓
に

一
致
す
る

(
恥
柳
を
除
い
て
)
。

1

拙
稿
「法
華
経
為
為
章
考
」
(『鷲
講

霰

論
集
国
語
学
』
昭
5
5
・
1
0
)
。

2

こ
の
恥
は
法
華
経
為
字

の
通
し
番
号
。

拙
稿

「
法
華
経
為
字
訓
序
説
-

付
為
字
索
引

」
(
『
名
古
屋
大
学
文
学
部
三
十
周
年
記
念
論
集
』

参
照
。

3

以
也

の
注

の
な

い
為
字
恥
41
を

モ
テ
と
よ

む
の
で
60
例
と
な
る
。

注
2

の

「
序
説
」

で
立
本

モ
テ
訓
62
と

し
た

の
は
誤
り
。

訂
正
す
る
。

4

広
浜
文
雄
氏

「
翻
刻
天
理
図
書

館
蔵
仮
名
法
華
経
巻
三
」

(
『
山
辺
道
』

26
号
、

昭
57
・
3
)
 
に
よ
る
。

5
 

恥
魏
為
字
を

モ
テ
と
よ
ま
ぬ
近
代

訓
読

は
織
田
講
義

・
訓
点
校

正

・
山

川
和
訳

・
島
地
漢
和

・
国
訳
大
蔵
経

・
昭
和
新
纂

・
小
林
新
註
で
あ
る
。

(
略
号

は
拙
稿

「
和
訓
考

」
名
古
屋
大
学
文
学
部
論
集

76
)

6
 

拙
稿

「
法
華
経
為
字
和
訓

考
ロ
ー

得

・
被

」

(
同
右
論
集
79
)
。

付
記

本
文
中

一
々
記
さ
な
か

つ
た
本
文
を
掲
げ
る
。

日
相
本

『
日
相
本

妙
法
蓮
華
経
並
開
結
』

(
昭
和
48
年

8
月

本
満
寺
)
。

立
本
寺
本
…
門

前
正
彦
氏

『
立
本
寺
蔵
妙
法
蓮
華
経

古

点
』

(
訓
点
語

と
訓

点
資
料

別
刊
四
、

昭
和
43
年

12
月
)
。

竜
光
院
本
…
大
坪
併
治
氏

『
訓
点
資
料

の
研
究
』

(
昭
和
43
年

6
月
)
。

法
華
訳
和
尋
跡
抄

…
兜
木

正
亨
氏
編

『
法
華
音
義

類

聚
乾
』

(昭

和

46
年

7
月
)
。

(名
古

屋
大
学
助
教
授

・
文
博
)
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